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促進は重要であると考え、今回、 SOC と身体活動量の関連について検討した。  
【方法】  
1．研究対象者：介護福祉士養成施設学生  
（専門学校 1,2 年、短期大学 1,2 年、４年制大学 1,2,3,4 年、専攻科 1 年） 1195 名  
2．調査項目：１）首尾一貫感覚：質問紙  SOC  ２）国際標準化身体活動質問 IPAQ 
3．調査期間：2018 年 10 月 4 日倫理委員会承認後、2018 年 10 月～ 2019 年 1 月に実施した。 
【結果】  
 介護福祉士養成校 337 校学科長に依頼文を送付し、承諾を得た 62 校に質問紙票を送付し、
質問紙票 1689 通に対し、 1195 名の有効回答（ 70.7%)の結果について分析を行った。  
１）首尾一貫感覚： SOC 
 SOC29 項目について、「把握可能性」「処理可能性」「有意味感」について、性別は独立し
たサンプルの t 検定、年代、学校種別は一元配置分散分析として算出した。  
２）身体活動 IPAQ 
 身体活動の強度別に、身体活動の有無、１日あたりの総身体活動時間について平均値、  
標準偏差を算出した。SOC 得点を従属変数としたが、「把握可能性」「処理可能性」「有意感」 
では有意差はみられず、年代別では「把握可能性」に有意差が認められた。身体活動 IPAQ 
を独立変数、SOC を従属変数とした結果では、中等度では、「有意味感」、軽度身体活動で「処  
理可能性」に優位差が認められた。  
【考察】  
 SOC はストレス対処能力や健康保持能力の概念であり、高得点ほど SOC が高いとされて  
いる。今回の結果により、自身の置かれている状況判断が理解でき、今後の状況予測がで  
きるものは、年代による人生経験から予測をたて、ストレス対処能力を有していると考え  
られる。また中等度～軽度の身体活動の実施は、SOC 形成に影響を与えると考えられること  
からも、学生のストレス対処力や健康を育成する可能性あると示唆された。  
 
 
  
 
 
 
 
 
